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「域内資金の循環」、③「域内資金の外部流出抑制」の 3つが重要となる（図 1）。 
すなわち、①「域外からの資金獲得」は、地場産業や地域農業や地域観光業等の移出産業
化・輸出産業化により促進される。「循環型地場産業」による地域外からの稼ぎ（資金獲得）
                                                   
3 前掲書 










































































































































































































                                                   
8 熊坂敏彦（2013）「『同時多発型・笠間モデル』―笠間市の先進的で多様な地域活性化への取組み―」
『筑波総研 調査情報』2013年 10月号 
（表３）　茨城県3地域事例の比較表
笠間市 結城市 大子町
地域特性 県央地区 県西地区 県北地区
中山間地・観光・農業地域 商業都市 山間地・農業地域
人口規模　(a) 7万6千人 5万1千人 1万7千人
入込客数  (b) 360万人 11万人 100万人
観光振興指数 (b)/(a) 47.4 2.2 58.8
地場産業・地域産業 陶磁器・石材・酒造・農業・観光 結城紬・酒造・桐製品 農林業・観光業













































                                                   
9 熊坂敏彦（2005）「地場産業産地の競争力とイノベーション―笠間焼産地の事例を中心に―」『産業学会
研究年報』第 21号 
10 2018年 10月 26日、笠間焼協同組合・深町明事務局長より聴取。 




































紬の生産量は、「きもの離れ」等の要因から激減し、ピークの 1980年 31千反が 2017年に
は１千反へ落ち込んでいる。機屋数も、ピーク時の 2,200 戸から 54 戸へ激減している 13。 
 こうした中で、結城紬産地の主な対応策としては、「きもの離れ」への対応策としての着
物着用イベントやキャンペーンの実施（2009 年より「きもの day 結城」、市議会での着物
                                                   
12 2018年 10月 26日、笠間観光協会・小澤敦専務理事より聴取。 





































































市 896」では、2010年から 2040年にかけて若年女性減少率が 72.6％と予想され、茨城県
内でワーストワンの町となっている。しかし、豊かな自然に恵まれ、地域資源・観光資源が
豊富で、地域のまとまりがよく一つの「自給圏」を構成しているこの町の魅力度は高い。現
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